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乳用雌子牛早期集団放牧育成試験 (第 3報)

楢 岡 新 平 。鎌 田 遅 。大 島 健太郎

佐 々木  栄 。
4ヽ 坂 恵 治 。白 山  勝

鰍 田県畜詢

1.ま え が き

乳用雌子牛の育成は東北地方の立地条件からして育成

適地として注目され,期待されているのが現状である。

このため,当場においては,昭和40年 より子L用 雌子牛の

早期集団放牧育成の飼養技術を確立するために検討を加

えてきた。昭和40年は第 1報 として濃厚飼料給争期間の

長短が発育に及ぼす影響について,昭和41年は第 2報 と

して昼夜放牧への移行準備放牧期間の長短が発育に及ぼ

す影響について報告した。この試験においては早期離手し

(45日 令)と哺ツL時の全手L給与量の差が発育に及ぼす影

響ならびに夏季 (8月 )発育停滞時の補助飼料の添加効

果について検討したので報告する。

2.試 験 方 法

1 試験期間 : 昭和42年 4月 から10月 までの間,

2 供 試 牛 : 県内各地から購入したホルスタイン

種雌子牛 20頭 ,

試験開始月令 2週令,

3 試験区の構成と飼養法  (第 1図 )

制限放牧開始30日 令,離手L45日 令,

昼夜放牧開始90日令,

夏期 (8月 中,生後 120～ 150日 令)は濃厚飼料の添

加区と無添加区にわけ,添加効果 (濃厚飼料給与量 1日

1頭当り 18初 )を検討した。

哺乳方法は全乳および脱粉は畜大式哺乎L器を用いて,

区ごとに同様に哺学Lし,哺乳回数は 1日 2回 とした。

4 放牧草地

放牧草他は昭和40,41年秋播きのlFt播卓地で,草種は

オーチャー ドグラス,ペ レニアルライグラス, ホフイ ト

クローバである。

5.放牧方法および草地面積

1牧区20α を 1～ 2日 間の輪換とした。牧区数は30カ

所,総面積は 6めαで 1頭当りの面積は30α である。

3 試験結果および考察

1 発育

試験開始時体重の標準偏差は 1区で539■ 65た,, 2
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第 1図 試験区の構成と飼養法
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区で536± 61た夕であったが,離撃L時は 1区で746■ 9.

2と,, 2区 712± 63的 となり増体量と標澪偏差の幅が

1区で大となった。このことは各個体間のバラツキが大

きくなったことになる。この傾向は月令が進むにつれて

更に強くなり試験終了時に 1区 1670■ン 5切 ,2区で

1648■ 811r9の数値を示した。また, 1日 増体罰 よ試

験開始時より90日令までは 1区 で 671′ ,2区で 600′

であり, 1区がよく,90日 令以降の昼夜放牧期間は1区

で 503′ , 2区 で 532′ で逆に 2区がよく,全試験期間

では両区間に統計的な有意差は認められなかった。この

ことは全季L給与量の少ない1区が昼夜放牧開始後更に個

体間の発育偏差が大となったことになるが全乳給与量の

多い2区では概して均―な発育を示している点から哺乳

期における個体面のバラツキを防ぐ給与法を究明する必

要があると推察される。

量 )

また,夏季 (8月 中)の濃厚飼料添加区と無添加区に

おける発育差は 1区 ,2区共に5%水準の有意差があり,

濃厚飼料の添加効果が箸しかった。また,体高,十字部

高,坐骨高において,ホル協標準に比較して 1カ 月令時

で上限値を若千上回わる発育を示したが試験終了時では

下限値を 1カ 月程度下回わる結果となった。

2 採食量

ク●モーゲン法による採食量は4～ 6カ 月令では体重

の 58～ 88%で ,昨年同期の成績 87～116%よ り低

下した。

3 放牧草地の産草量ならびに草種割合

供試面積 6ルαのうち, 3れαは新播で 1, 2番草共に採

草して乾草として利用し,他の 3″αについても採食量よ

り草の伸びがまさる1番草は%弱を刈取り利用した。

産草量は10α 当り 3,744“9であり,昨年の 3,900λ,よ

体(増育発表第
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第 2図 牧草採食量 (ク ロモーゲン法による)

り低下した。これは夏枯れによるもので,こ れが前述の

採食量の減少にも影響したものと推察される。

表 産 草 量 お よび 草 種 害I合

草種割合は禾本科43～67%,董科3～16%であり常に

禾本科車が優占したが野草の繁茂も圧盛でイスピエ,メ

ヒシパ,キ エ′コログサ,フ シノシッベイなとが見ら

れ,メ ヒシパを除いて比較的若いうちは良 く採食され

た。

草丈は311Cπ前後で放牧するのが最適と考えられるが本

年は草地の密度が薄いため,若千草丈を高くしてrlHし

た。

4.可消化養分摂販量

可消化養分摂取量はクロモーゲン法と併行して調査し

たがDCPは 181～ 408′ でNRC標準の593～ 1153

%に相当しパラツキが激しかった。また,TDNは 115

～188崎でNRC標準の464～650%であった。このよ

うにNRC標準に比較して低位にあったことは採食量が

低かったことに起因するものか, クロモーゲン法そのも

のに問題があるかはさらに検討すべきことと考える。

5 育成飼料費

本試験による育成飼料費は生後3カ 月令までについて

は 1頭当り1区は10,712円 , 2区は11,966円 ,平均11,3

39円であり, 4～ 7カ 月令までの飼料費は 1区と2区共

に 5,313円であった。すなわち,生後から7カ 月令まで

の育成飼料費は 1区で16,025円 , 2区で17,280円であっ

た。その金額の差は 1,255円で2区が高値を示したのは

全肇L給 与量が多かったためである (第 5表参職

第

第 表  育 成 飼 滲1費 (1頭当り)

注 購入飼料単価は実績,自給飼料単価は第 5回育成会議における乳牛牡槙肥育の飼料費試算単価を引用した。
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第 4表 牧草の草丈状態
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